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関
野
隆
司
議
員
、
吉
田
福
治
議
員
の
両
議
員
は

今
期
限
り
で
議
員
を
退
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
後
継
者
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



●
「
保
護
な
め
ん
な
よ
」
ジ
ャ
ン
パ
ー
問
題

市
民
に
寄
り
添
っ
た
生
活
保
護
行
政
へ
の
転
換
を
求
め
、

職
員
の
研
修
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
、
「
保
護
の
し

お
り
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
、
受
給
認
定
審
査
の

迅
速
化
な
ど
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

●
就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給

市
民
と
運
動
し
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
学
用
品
、
制
服
代
な

ど
、
経
済
的
困
難
な
児
童
・
生
徒
を
支
援
す
る
就
学
援

助
金
を
、
小
・
中
学
校
と
も
、
入
学
前
に
支
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

●
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設

置
子
供
た
ち
を
守
れ
と
平
成
13
年
か
ら
要
求
し
続
け
、

小
・
中
学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教
室
等
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
ま
す
。

●
中
学
校
卒
業
ま
で
小
児
医
療
費
助
成
制
度

を
拡
充

制
度
の
拡
充
を
一
貫
し
て
求
め
、
２
０
１
６
年
10
月
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

●
南
足
柄
市
の
吸
収
合
併
、
中
核
市
へ
の
移

行
中
止
に

南
足
柄
市
民
を
犠
牲
に
す
る
吸
収

合
併
と
、
市
立
保
健
所
設
立
な
ど
多

額
の
経
費
を
要
す
る
中
核
市
へ
の
移
行

を
中
止
さ
せ
ま
し
た
。

●
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ

一
般
会
計
か
ら
の
く
り
入
れ
増
、
子
ど
も

均
等
割
廃
止
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市

長
会
な
ど
の
国
庫
負
担
１
兆
円
増
額
要
求
を
支
持
し
、

「
協
会
け
ん
ぽ」
並
み
の
国
保
料
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
小
田
原
市

＝
給
与
年
収
４
０
０
万
円
４
人
世
帯
（
試
算
）
＝

国
民
健
康
保
険

年
37
万
１
８
０
４
円

協
会
け
ん
ぽ

年
19
万
８
６
０
０
円

●
子
ど
も
の
医
療
費
は
18
歳
ま
で
窓
口
無
料

に
隣
の
大
井
町
で
は
今
年
４
月
よ
り
18
歳
ま
で
医
療
費

無
料
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●
市
立
保
育
所
民
営
化
と
給
食
民
間
委
託
に

反
対

市
立
上
府
中
保
育
園
の
民
営
化
、
曽
我
保
育
園
の
給

食
の
民
間
委
託
は
、
市
の
保
育
責
務
の
放
棄
で
す
。
市

立
保
育
所
の
民
営
化
、
給
食
の
民
間
委
託
に
反
対
し
ま

す
。

●
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
の
指

導
員
は
現
行
の
複
数
配
置
遵
守
を

政
府
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を
１
人
で
も

認
め
る
方
向
で
す
が
、
指
導
員
は
２
人
以
上
い
な
い
と
質

が
落
ち
危
険
で
す
。
現
行
配
置
基
準
を
守
る
べ
き
で
す
。

●
市
民
が
使
い
や
す
く
品
質
の
確
か
な
市
民

ホ
ー
ル
の
整
備
を

市
民
と
連
携
し
、
設
計
上
の
不
備
を
指
摘
し
改
善
。

完
成
す
る
ま
で
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

●
支
所
等
の
廃

止
の
見
直
し

を市は
、
住
民
へ
の

周
知
や
合
意
形
成

不
十
分
な
ま
ま
今

年
３
月
15
日
を
も
っ

て
、
７
支
所
（
根
府

川
、
早
川
、
大
窪
、

豊
川
、
上
府
中
、

曽
我
、
下
曽
我
）
、

３
窓
口
コ
ー
ナ
ー

（
酒
匂
、
国
府
津
、
桜
井
）
、
中
央

連
絡
所
を
廃
止
し
ま
す
。
同
時

に
付
属
す
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー

の
核
と
な
る
施
設
の
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
分
館
や
図
書
館
分
館

も
廃
止
し
ま
す
。
周
辺
地
域
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨

て
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

●
防
災
対
策
の
強
化

大
型
台
風
、
集
中
豪
雨
に

よ
る
酒
匂
川
・
久
野
川
・
下

菊
川
・
関
口
川
・
森
戸
川
な

ど
の
溢
水
、
国
府
津
山
な
ど

の
土
砂
崩
れ
、
相
模
湾
地

震
と
巨
大
津
波
に
対
し
、

一
層
の
警
戒
と
対
策
の
強

化
が
必
要
で
す
。

●介護保険の負担軽減、介護サービスの拡充
●重度障害者医療費助成制度の堅持
●認可保育所の増設と待機児童の解消
●教職員の大幅増員と学校教育の拡充
●市営住宅の整備と修繕費負担の軽減
●住宅リフォーム助成制度の拡充
●中小企業振興条例、公契約条例の制定
●商店街、地場産業、農林水産業の振興
●脱原発、再生可能エネルギーの利用促進
●城跡本丸、二の丸整備基本構想の見直し


